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社団法人　日本ケーブルテレビ連盟
経営委員会　委員長　奥村　博信

コンテンツ流通WG主査　松浦　泰三
ジャパン・コンテンツ・ショーケースへのコンテンツ情報提供について
拝啓　日頃は連盟活動についてご理解とご支援を賜り御礼申し上げます。

さて、日本ケーブルテレビ連盟（以下連盟）では、経団連主導の「ジャパン・コンテンツ・　　　　ショーケース」（以下ジャパコン）に全国のケーブルテレビ局が持つ優良なコンテンツ情報を提供しました。
ジャパコンは日本中の「映画」、「映像番組」、「音楽」、「文芸作品」、「コミック」、「アニメ」、「写真/美術/イラスト」、「ゲーム」のコンテンツ情報がすでに登録されています。
（http://www.japancontent.jp/ をご参照ください。）
情報提供の第一弾として、過去5年間の番組コンクール入賞作品42作品をこのジャパコンに登録しました。ジャパコンへの反映は2008年5月31日の予定です。

連盟では、コンテンツの流通や二次利用を想定し、コンテンツを管理する統一メタデータを　「ケーブルコンテンツ流通メタデータ」として、昨年12月にケーブルラボにて策定しました。　　このメタデータは事業者内のコンテンツの管理のみならず事業者間でのコンテンツの流通やジャパコンへの情報提供も考慮されています。
今後はコンテンツ流通のためのケーブルコンテンツポータルを作成し、ジャパコンへの情報提供、コンテンツの流通、ケーブルコンテンツ流通メタデータの検証を行っていく予定です。
この活動を通じコンテンツの流通や共同制作を活性化させ、優良コンテンツを制作、流通させることでケーブルテレビの社会的価値の向上を目的としています。
　　　　　　　　　　　　　敬具
本件に関するお問い合わせ先
　　■コンテンツ流通WG　

　　■連盟窓口：コンテンツ流通ＷＧ　事務局　千葉

　　　Tel　03-3490-2022　e-mail chiba@catv.or.jp
（以上）

組織、用語について

■ジャパン・コンテンツ・ショーケース


経団連主導のコンテンツポータルサイト。「日本国内外の利用者が日本のコンテンツに関する情報に円滑にアクセスできるよう、関係者が協力して権利の所在情報等を提供できる体制を充実」させるための主力サイトとなるもの。

委託を受けてNPO法人　映像産業振興機構（VIPO）によって運営されている

http://www.japancontent.jp/

■VIPO

映像産業振興機構：Visual Industry Promotion Organization

http://www.vipo.or.jp
■ケーブルコンテンツ流通メタデータ

ケーブルラボにて2007年12月に定められてメタデータ

・ケーブルコンテンツ流通メタデータ1.0　構造仕様書　

・ケーブルコンテンツ流通メタデータ1.0　ガイドライン

J/META、米ケーブルラボVODメタ等を参考に64項目のコンテンツのメタデータを定めている。
